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大久保街亜（2013）．効果量と信頼区間：p値のみでは不十分．
日本パーソナリティ心理学会第22回大会 
広報委員会企画シンポジウム話題提供
「パーソナリティ心理学における統計分析の動向」，江戸川大学．
大久保 街亜
日本パーソナリティ心理学会第22回大会は，2013年10月12日と13日にわたって開催された。日
本パーソナリティ心理学会は論文誌「パーソナリティ研究」を発刊する学会で，かつては日本性
格心理学会の名称であった。社会心理学，臨床心理学，発達心理学など心理学の諸分野の研究
者が集う，融合的な学会である。その融合性ゆえに，さまざまな方法論を使ってパーソナリティ
の研究がなされる。
今回，筆者は，日本パーソナリティ心理学会広報委員会企画シンポジウム「パーソナリティ心
理学における統計分析の動向」において話題提供を依頼された。心理科学研究センターのプロ
ジェクト「融合的心理科学の創成」における成果である書籍「伝えるための心理統計：効果量・
信頼区間・検定力」で紹介した新しい統計解析の流れについて，パーソナリティ心理学の文脈
で紹介して欲しいという依頼であった。筆者も共著者である岡田も日本パーソナリティ心理学会
の学会員ではないにも関わらず，わざわざお声がけをいただきとてもありがたい話であった。こ
のように自分たちの専門とするフィールド以外からもお声がけをくださることは，我々の方法論に
関する成果が，種々の心理学諸分野を融合するために確かに役に立っていることを実感する。
当日のシンポジウムで，筆者は「効果量と信頼区間：p値のみでは不十分」と題した話題提供
を行った。このシンポジウムでは，新しい統計解析の流れ，つまり「心理学における統計改革」
について理論を紹介するだけでなく，実践例を多く使うことを心がけた。例えば，効果量を紹介
する場合には，その理論だけでなくソフトウエアの操作方法も含めた具体的な計算方法まで紹介
した。
また，パーソナリティ心理学の文脈で，われわれの成果を位置づけるにあたり，論文誌「パー
ソナリティ研究」の過去2年間の論文（2011から2012年に刊行された論文）を対象として，デー
タの分析方法について調査を行った。調査の結果，「心理学における統計改革」に合致するよう
な分析方法は，全くと言ってよいほど論文では用いられておらず，むしろ，統計改革で問題視さ
れるp値に過度に依存した分析方法がまだまだ圧倒的多数であることがわかった。筆者は，p値
に過度に依存した分析の問題点を理論的に指摘するとともに，計量的な分析を行った。そして，
「パーソナリティ研究」に掲載された過去2年間の論文では，p値と効果量に乖離が見られること
を指摘した。特に，効果量が低く，p値が伝統的な有意水準近傍である結果が多くあること，こ
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のような結果ではNが増大しがちであることを指摘し，再現性に疑義があるケースが存在するか
もしれないことを主張した。
今回のシンポジウムには，パーソナリティ心理学会の理事や，論文誌「パーソナリティ研究」
の編集委員長，編集委員も多く参加していた。筆者の発表を受け，理事や編集委員の方々が「パー
ソナリティ研究」の審査方針について再検討の必要性を感じたとおっしゃってくださった。直ち
に変化があるとは限らないが，このような影響を与えることができるとすれば，それは我々の成
果が一つのかたちとして実を結ぶことであり，とても喜ばしく思う。
